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もしヨシュアが彼らに安息を与えたのであったら、神が後になって他の日について語ら

れることはなかったでしょう。したがって、安息日の休みは、神の民にまだ残されていま

す。実際、神の安息に入った者は、神が御業を終えて休まれたように、自分の業を終えて

休んだのです。だから、私たちはこの安息に入るように努めようではありませんか。さも

なければ、同じ不従順の例に倣って落伍する者が出るかもしれません。神の言葉は生きて

いて、力があり、いかなる両刃の剣よりも鋭く、魂と霊、関節と骨髄とを切り離すまでに

刺し通して、心の思いや考えを見分けることができます。神の前にあらわでない被造物は

なく、すべてのものは神の目に裸であり、逃れることはできません。私たちはこの神に弁

明しなければなりません。（ヘブライ 4:8 ～ 13） 

 

モーセは出エジプト後、荒れ野を40年間、イスラエルの民の不満と怒りの声を聞きな  

がら導いて来た。その忍耐は想像を絶する。そして、いよいよ、カナンに入る時が来た。  

神はカナンを一望できるピスガの山頂にモーセを立たせ、「これがアブラハム、イサク、

ヤコブに対し、私があなたの子孫に与えると誓った地である。私はあなたの目に見せるが、

あなたはそこに渡って行くことはできない（申命記 34:4b ）」 と言われた。こんな残酷な

話があるだろうか。これだけ苦労をして民を導き、約束のカナンが見える所まで来て、入

れないと言う。なぜ入れないのか。カデシュで、水に渇いた時、神は「岩に向かって、水

を出せと命じなさい」と言われたのに、レフィディムの時と同じように岩を杖で打った。

神の言葉に背いたモーセの罪のためにカナンに入れなかったのか。又は、モーセは民の不

信仰と不従順の罪を担って、カナンに入れなかったのか。私はこう思っている。もしモー

セがカナンに入ったならば、民から神のように崇められるだろう。約束の地カナンに導き

入れたのはモーセではなく神であることを示すために、モーセはカナンに入れなかったの

ではないか、と。エジプトから脱出し、カナンへの侵入はモーセの業ではなく、神の業で

あったというのが聖書の信仰である。そして、モーセの後継者ヨシュアがカナンに民を導

き入れた。著者は、「もしヨシュアが彼らに安息を与えたのであったら、神が後になって

他の日について語られることはなかったでしょう」と言う。これは、ヨシュアによるカナ

ン侵入はイスラエルにとって究極的な安息ではなく、あくまで、真の安息の前兆に過ぎず、

真の安息は、神の民に残されているという意味である。ヨシュアは、モーセを後継しただ

けで、主イエスが天のカナン、真の安息の救いを与えるために、私たちの先駆者として歩

まれた。この主イエスにおいて、安息日の休みが、神の民に残されており、「実際、神の

安息に入った者は、神が御業を終えて休まれたように、自分の業を終えて休んだのです 。」

キリスト者は、主イエスによって、神の民に残された安息日の休み、即ち、神が御業を終

えて休まれたように、真の安息に与ることができる。「だから、私たちはこの安息に入る

ように努めようではありませんか。さもなければ、同じ不従順の例に倣って落伍する者が

出るかもしれません」と諭している。 

神の言葉は生きていて、どんな両刃の剣よりも鋭く、魂と霊、関節と骨髄とを切り離す

までに刺し通して、心の思いや考えを見分けることができる。「神の前にあらわでない被

造物はなく、すべてのものが神の目には裸であり、隠れることはできません 。」 この神に

対して、私たちは自分のことを申し述べなければならない。主イエスが切り開いた安息に

入るために、神に申し開きができるようにと語りかけている。 


